
JP 2010-76041 A 2010.4.8

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】組み付け容易であってコスト高とならずに摩耗
耐久性に優れ、ナイフの振動を抑えて切れ味の持続性を
高めたバリカン型切断装置を提供する。
【解決手段】ロアーナイフプレート１に締め付け固定す
るリアガイドプレート８と、ナイフ４の上方に配設され
て刃押えバーとなるフロントガイドプレート９と、両ガ
イドプレート８，９間に重合架設されるナイフクリップ
10とから成るスライドガイド部材11を複数間隔を置いて
ロアーナイフプレート１に設け、リアガイドプレート８
とフロントガイドプレート９とによって形成されたガイ
ド間隙12でナイフバー３をスライドガイドするように構
成し、各リアガイドプレート８とナイフクリップ10とフ
ロントガイドプレート９とを、かしめ止めて組み付け一
体化し、不動のガイド間隙12を形成したスライドガイド
部材11をロアーナイフプレート１に設けた。また、ガイ
ド間隙を長く設定して摩耗を抑えた。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロアーナイフプレートに並設したロアーナイフに対して、ナイフバーに並設したナイフ
をスライド往復させて前記各ロアーナイフとナイフ間の被切断物を切断するバリカン型切
断装置であって、前記ロアーナイフプレートに並設したロアーナイフの並設方向に、スラ
イド往復駆動機構によってスライド往復する前記ナイフバーのこのスライド往復をガイド
するスライドガイド機構を備え、このスライドガイド機構は、ロアーナイフプレートに締
め付け固定するリアガイドプレートと、前記ナイフの上方に配設されて刃押えバーとなる
フロントガイドプレートと、この両ガイドプレート間に重合架設されるナイフクリップと
から成るスライドガイド部材を複数間隔を置いて前記ロアーナイフプレートに設けた構成
として、このリアガイドプレートとフロントガイドプレートとの離間間隙によって形成さ
れたガイド間隙に前記ナイフバーがスライド往復自在に嵌入され、且つ、このナイフバー
の上方には前記ナイフクリップが配されると共に前記ナイフの上方には前記フロントガイ
ドプレートが配されて前記ナイフバーのスライド往復をガイドするように前記スライドガ
イド機構を構成し、前記リアガイドプレートと前記ナイフクリップと前記フロントガイド
プレートとを一体成形せず別部材とし、この夫々別部材としたリアガイドプレートとナイ
フクリップとをリベットによってかしめ止めると共に、ナイフクリップとフロントガイド
プレートとをリベットによってかしめ止めて組み付け一体化して前記スライドガイド部材
を形成すると共に前記ガイド間隙を調整不能に形成し、この不動のガイド間隙12を形成し
た前記スライドガイド部材を、前記リアガイドプレートを前記ロアーナイフプレートに締
め付け固定してロアーナイフプレートに設けたことを特徴とするバリカン型切断装置。
【請求項２】
　前記スライドガイド部材の前記ナイフクリップの、前記ナイフバーのスライド方向の長
さよりも、前記フロントガイドプレートのこのスライド方向の長さを長く設定すると共に
、前記リアガイドプレートも前記フロントガイドプレートと同等に長く設定して前記ガイ
ド間隙を長く設定したことを特徴とする請求項１記載のバリカン型切断装置。
【請求項３】
　前記リアガイドプレートとフロントガイドプレートとを離間配設すると共にこのリアガ
イドプレートとフロントガイドプレートとに重合状態に前記ナイフクリップを架設配設し
、このリアガイドプレートとナイフクリップとの重合部を前記リベットによってかしめ止
め、前記フロントガイドプレートとナイフクリップとの重合部を前記リベットによってか
しめ止めて組み付け一体化し前記スライドガイド部材を形成し、このスライドガイド部材
の前記リアガイドプレートと前記ナイフクリップとに止着孔を形成し、この止着孔及び前
記ロアーナイフプレートに設けた止着孔に締付ボルトを貫通螺着したことを特徴とする請
求項１，２のいずれか１項に記載のバリカン型切断装置。
【請求項４】
　前記スライドガイド部材の前記リアガイドプレートと前記ナイフクリップとの重合部に
設けた前記締付ボルトの螺着位置となる二箇所の前記止着孔の間にかしめ孔を設け、この
かしめ孔に前記リベットを貫通してかしめ止め、前記フロントガイドプレートと前記ナイ
フクリップとの重合部に設けるかしめ孔は、前記リアガイドプレートと前記ナイフクリッ
プとの重合部に設けた前記かしめ孔の対向位置の左右に設け、この左右の各かしめ孔に前
記リベットを夫々貫通してかしめて止め組み付け一体化し前記スライドガイド部材を構成
したことを特徴とする請求項３記載のバリカン型切断装置。
【請求項５】
　前記ロアーナイフプレートと前記リアガイドプレートとの間に、前記ナイフバーの下面
の前記ナイフ基部を支承し且つ前記ロアーナイフの基部と同一高さとなる上面若しくは段
差面を有するロアーガイドプレートを配設し、更に前記ロアーナイフプレートと前記リア
ガイドプレートとの間に前記ロアーガイドプレートの上側若しくは下側に必要に応じてシ
ムを介在させ前記ロアーナイフプレートにこれら前記ロアーガイドプレート，前記シム，
前記リアガイドプレート及び前記ナイフクリップの重合部を前記各止着孔を介して前記締
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付ボルトによって締め付け螺着して前記ロアーナイフプレート上に前記スライドガイド部
材を締め付け固定したことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載のバリカン型
切断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、並設したロアーナイフに重合するナイフをスライド往復させて各ロアーナイ
フとナイフとの間の被切断物（例えば農作物や草花あるいは切断処理したい廃棄物など用
途によって様々なものが対象となる。）を切断するバリカン型切断装置に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般にこの種の切断装置は、例えば、図６～図９に示すように、ロアーナイフプレート
１上でナイフバー３をスライド往復してロアーナイフプレート１に多数並設した山形状の
ロアーナイフ２に対して、ナイフバー３に同じく多数並設した山形状のナイフ４を夫々が
互いにすれ違う重合位置から互いに一致する重合位置へとスライド往復させて各ロアーナ
イフ２とナイフ４との間の被切断物５を切断する構成である。
【０００３】
　このスライド往復させるナイフバー３は、クランク機構などを介して回転運動を左右ス
ライド運動に変換してロアーナイフプレート１上でスライド往復させる構成とするが、こ
のロアーナイフプレート１上の複数ヵ所にこのスライド往復をガイドするスライドガイド
機構としてスライドガイド部材11を設けた構成としている。
【０００４】
　具体的には、このスライドガイド部材11は、ロアーナイフプレート１に重合締め付け固
定するリアガイドプレート８と、これと離間配設するフロントガイドプレート９と、この
ガイドプレート８，９間に重合架設するナイフクリップ10とから成り、このリアガイドプ
レート８とフロントガイドプレート９との離間間隙をガイド間隙12としてこのガイド間隙
12に前記ナイフバー３をスライド往復自在嵌入し、前記ナイフクリップ10は前記ナイフバ
ー３の上方に配され、前記フロントガイドプレート９は刃押えバーとしてナイフ４の上方
に配されるように構成し、前記リアガイドプレート８を前記ロアーナイフプレート１に締
め付け固定することでこのスライドガイド部材11をロアーナイフプレート１上に固定する
構成としている。
【０００５】
　このロアーナイフプレート１上には更にロアーガイドプレート18上にスペーサー19を段
違いに重合してナイフバー３の下面のナイフ４基部を支承し且つロアーナイフプレート１
上のロアーナイフ２基部と同一高さとなる段差面17を形成し、また更に前記リアガイドプ
レート８とナイフクリップ10との間あるいはロアーガイドプレート18に前記段差面17を形
成するスペーサー19とリアガイドプレート８との間にフロントガイドプレート９の高さ調
整を行うシム20を複数枚重合し、これらに設けた止着孔14を介してロアーナイフプレート
１上にロアーガイドプレート18，スペーサー19，リアガイドプレート８，シム20，ナイフ
クリップ10を二本の締付ボルト16により貫通螺着して締め付け固定する構成としている。
【０００６】
　従来はこのように多数枚のプレートを重合して締め付け螺着しなければならないため組
み付けが厄介であったが、更に図示したように前記リアガイドプレート８の止着孔を長孔
として前記ナイフクリップ10に固定したフロントガイドプレート９に対してリアガイドプ
レート８を前後に出入り微調整して重合止着できるように構成しているため、ナイフバー
３の前後幅に応じてリアガイドプレート８を前後に移動微調整しつつ締め付け固定しなけ
ればならず非常に組み付けが厄介であった。
【０００７】
　即ち、ナイフバー３の幅の違いや、あるいはナイフバー３のクランク機構によるスライ
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ド往復であることなどからリアガイドプレート８とフロントガイドプレート９とのガイド
間隙12間でスライド往復するナイフバー３が摩耗し、この摩耗によってナイフバー３の幅
やガイド間隙12が経時変化するおそれがあるが、これに対応するためにリアガイドプレー
ト８を微調整できるようにフロントガイドプレート９の止着孔14を長孔とし、このフロン
トガイドプレート９の締め付け固定位置を微調整できるようにしている。従って、このよ
うに摩耗にも対応してガイド間隙12を調整でき、これによりナイフバー３の前後のガタ付
きを抑えてナイフ４の振動を抑え、切れ味の持続性を高めることができる点においては優
れるが、この微調整は非常に厄介であり熟練を要する。
【０００８】
　一方、スライドガイド部材11を一体成形したもの、即ちこのリアガイドプレート８とフ
ロントガイドプレート９とナイフクリップ10とを一体成形した構成とし、これをロアーナ
イフプレート１上に締め付け固定する構成のものも提案されているが、このようなコ字形
のスライドガイド部材11を型成形する場合、摩耗に耐える高硬度の材料で型成形する必要
がありコスト高となってしまう。また、コスト高を避ければそれ程硬度を上げられず、む
しろプレートを重合して形成する場合に比して摩耗が激しく頻繁に調整が必要となってし
まったり取替えを要することになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、このような従来の問題点を解決したもので、プレートによって予め組み付け
一体化してスライドガイド部材を形成する構成とすることで、組み付け容易であって摩耗
耐久性に優れ、組み付け後は、微調整できないものの組み付けの容易性を高め、且つ硬度
を高めても安価にして摩耗を抑え得る構成とすることができ、またスライドガイド部材の
リアガイドプレートとフロントガイドプレートとによるガイド間隙を長く設定できる構成
でこれにより摩耗を一層抑えることもできる構成となり、これらにより従来の積層部品で
構成されていたスライドガイド機構に比してこのスライドガイド機構の強度を増すことが
可能となり、バリカン型刃の課題である耐久性に影響を与えていたナイフバーの自重によ
る長手方向の「たわみ」が解消され、スライドガイド部材のフロントガイドプレートに接
触しているナイフなどの偏摩耗が改善されることとなり、これによってナイフの振動を抑
えて切れ味の持続性を高めることができる画期的なバリカン型切断装置を提供することを
目的としている。
【００１０】
【特許文献１】特開２００７－１８１４２４号公報
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　添付図面を参照して本発明の要旨を説明する。
【００１２】
　ロアーナイフプレート１に並設したロアーナイフ２に対して、ナイフバー３に並設した
ナイフ４をスライド往復させて前記各ロアーナイフ２とナイフ４間の被切断物５を切断す
るバリカン型切断装置であって、前記ロアーナイフプレート１に並設したロアーナイフ２
の並設方向に、スライド往復駆動機構６によってスライド往復する前記ナイフバー３のこ
のスライド往復をガイドするスライドガイド機構７を備え、このスライドガイド機構７は
、ロアーナイフプレート１に締め付け固定するリアガイドプレート８と、前記ナイフ４の
上方に配設されて刃押えバーとなるフロントガイドプレート９と、この両ガイドプレート
８，９間に重合架設されるナイフクリップ10とから成るスライドガイド部材11を複数間隔
を置いて前記ロアーナイフプレート１に設けた構成として、このリアガイドプレート８と
フロントガイドプレート９との離間間隙によって形成されたガイド間隙12に前記ナイフバ
ー３がスライド往復自在に嵌入され、且つ、このナイフバー３の上方には前記ナイフクリ
ップ10が配されると共に前記ナイフ４の上方には前記フロントガイドプレート９が配され
て前記ナイフバー３のスライド往復をガイドするように前記スライドガイド機構７を構成
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し、前記リアガイドプレート８と前記ナイフクリップ10と前記フロントガイドプレート９
とを一体成形せず別部材とし、この夫々別部材としたリアガイドプレート８とナイフクリ
ップ10とをリベット13によってかしめ止めると共に、ナイフクリップ10とフロントガイド
プレート９とをリベット13によってかしめ止めて組み付け一体化して前記スライドガイド
部材11を形成すると共に前記ガイド間隙12を調整不能に形成し、この不動のガイド間隙12
を形成した前記スライドガイド部材11を、前記リアガイドプレート８を前記ロアーナイフ
プレート１に締め付け固定してロアーナイフプレート１に設けたことを特徴とするバリカ
ン型切断装置に係るものである。
【００１３】
　また、前記スライドガイド部材11の前記ナイフクリップ10の、前記ナイフバー３のスラ
イド方向の長さよりも、前記フロントガイドプレート９のこのスライド方向の長さを長く
設定すると共に、前記リアガイドプレート８も前記フロントガイドプレート９と同等に長
く設定して前記ガイド間隙12を長く設定したことを特徴とする請求項１記載のバリカン型
切断装置に係るものである。
【００１４】
　また、前記リアガイドプレート８とフロントガイドプレート９とを離間配設すると共に
このリアガイドプレート８とフロントガイドプレート９とに重合状態に前記ナイフクリッ
プ10を架設配設し、このリアガイドプレート８とナイフクリップ10との重合部を前記リベ
ット13によってかしめ止め、前記フロントガイドプレート９とナイフクリップ10との重合
部を前記リベット13によってかしめ止めて組み付け一体化し前記スライドガイド部材11を
形成し、このスライドガイド部材11の前記リアガイドプレート８と前記ナイフクリップ10
とに止着孔14を形成し、この止着孔14及び前記ロアーナイフプレート１に設けた止着孔14
に締付ボルト16を貫通螺着したことを特徴とする請求項１，２のいずれか１項に記載のバ
リカン型切断装置に係るものである。
【００１５】
　また、前記スライドガイド部材11の前記リアガイドプレート８と前記ナイフクリップ10
との重合部に設けた前記締付ボルト16の螺着位置となる二箇所の前記止着孔14の間にかし
め孔15を設け、このかしめ孔15に前記リベット13を貫通してかしめ止め、前記フロントガ
イドプレート９と前記ナイフクリップ10との重合部に設けるかしめ孔15は、前記リアガイ
ドプレート８と前記ナイフクリップ10との重合部に設けた前記かしめ孔15の対向位置の左
右に設け、この左右の各かしめ孔15に前記リベット13を夫々貫通してかしめて止め組み付
け一体化し前記スライドガイド部材11を構成したことを特徴とする請求項３記載のバリカ
ン型切断装置に係るものである。
【００１６】
　また、前記ロアーナイフプレート１と前記リアガイドプレート８との間に、前記ナイフ
バー３の下面の前記ナイフ４基部を支承し且つ前記ロアーナイフ２の基部と同一高さとな
る上面若しくは段差面17を有するロアーガイドプレート18を配設し、更に前記ロアーナイ
フプレート１と前記リアガイドプレート８との間に前記ロアーガイドプレート18の上側若
しくは下側に必要に応じてシム20を介在させ前記ロアーナイフプレート１にこれら前記ロ
アーガイドプレート18，前記シム20，前記リアガイドプレート８及び前記ナイフクリップ
10の重合部を前記各止着孔14を介して前記締付ボルト16によって締め付け螺着して前記ロ
アーナイフプレート１上に前記スライドガイド部材11を締め付け固定したことを特徴とす
る請求項１～４のいずれか１項に記載のバリカン型切断装置に係るものである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は上述のように構成したから、プレートによって予め組み付け一体化してスライ
ドガイド部材を形成する構成とすることで、組み付け容易であって摩耗耐久性に優れ、組
み付け後は、微調整できないものの組み付けの容易性を高め、且つ硬度を高めても安価に
して摩耗を抑え得る構成とすることができ、またスライドガイド部材のリアガイドプレー
トとフロントガイドプレートとによるガイド間隙を長く設定できる構成でこれにより摩耗
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を一層抑えることもできる構成となり、これらにより従来の積層部品で構成されていたス
ライドガイド機構に比してこのスライドガイド機構の強度を増すことが可能となり、バリ
カン型刃の課題である耐久性に影響を与えていたナイフバーの自重による長手方向の「た
わみ」が解消され、スライドガイド部材のフロントガイドプレートに接触しているナイフ
などの偏摩耗が改善されることとなり、これによってナイフの振動を抑えて切れ味の持続
性を高めることができる画期的なバリカン型切断装置となる。
【００１８】
　また、請求項２記載の発明においては、一層前記作用・効果が良好に発揮される。即ち
、ガイド間隙を長く設定でき、摩耗を一層抑えることができ、これによりナイフの振動を
抑えて切れ味の持続性を高めることができる画期的なバリカン型切断装置となる。
【００１９】
　また、請求項３記載の発明においては、一層簡易な構成で本発明を容易に実現でき、一
層優れたバリカン型切断装置となる。
【００２０】
　また、請求項４記載の発明においては、簡易な構成でありながらスライドガイド部材の
組み付け強度は一層強くなり、ガイド間隙でのナイフバーのガイド支承強度が強くなりナ
イフの振動も生じにくく切れ味も良好となりその持続性も一層良好となる。
【００２１】
　また、請求項５記載の発明においては、スライドガイド部材をロアーナイフプレートに
締め付け固定する際に、従来通りスライドガイド部材を適切な高さに調整して締め付け固
定でき、この調整も締め付け固定も必要最小限のプレートの重合によって行え、組み付け
作業も容易となる極めて実用性に優れたバリカン型切断装置となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　好適と考える本発明の実施形態（発明をどのように実施するか）を、図面に基づいて本
発明の作用を示して簡単に説明する。
【００２３】
　ロアーナイフ２を並設したロアーナイフプレート１上に設けたスライドガイド機構７に
より、ナイフ４を並設したナイフバー３のスライド往復がガイドされる。そしてこのロア
ーナイフプレート１上でナイフバー３がスライド往復することで、各ロアーナイフ２に対
して各ナイフ４がスライド往復し、この間の被切断物５を切断する。
【００２４】
　このスライドガイド機構７は、ロアーナイフプレート１に締め付け固定するリアガイド
プレート８とこれと離間するフロントガイドプレート９と双方に重合するナイフクリップ
10とにより構成し、このリアガイドプレート８とフロントガイドプレート９との間をガイ
ド間隙12とし、このガイド間隙12にナイフバー３を嵌入し、このリアガイドプレート８と
フロントガイドプレート９との内縁でナイフバー３をスライドガイドする。
【００２５】
　このスライドガイド部材11は、ガイド間隙12を調整自在に組み付けず、また一体成形せ
ず、予め各プレートをかしめ止めることでガイド間隙12を調整不能に組み付けて形成する
。
【００２６】
　即ち、本発明は、リアガイドプレート８とナイフクリップ10との重合部をかしめピン（
リベット13）でかしめ止め、フロントガイドプレート９とナイフクリップ10との重合部を
かしめピン（リベット13）でかしめ止めて組み付け一体化する。
【００２７】
　従って、あくまでプレートの組み付けのため、摩耗の少ない硬度の高い材質のプレート
で組み付け形成するためコスト高とならずに摩耗の少ないガイド間隙12を形成することが
でき、また取付固定用の締付ボルト16でこのスライドガイド部材11を組み付け形成したり
長孔によってリアガイドプレート８を出入り調整自在とするような構成とせず、締付ボル
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ト16でロアーナイフプレート１に固定するが、スライドガイド部材11の組み付けはかしめ
止めによって予め一体化して、ガイド間隙12は調整不能に予め形成するため、ロアーナイ
フプレート１への組み付け作業は容易となり、ガイド間隙12も不動となる。
【００２８】
　更に前述のようにプレートの組み付けによってスライドガイド部材11，即ちガイド間隙
12を形成するため、摩耗しにくい耐久性のあるスライドガイド機構７とすることができ、
また更にリアガイドプレート８もフロントガイドプレート９もナイフクリップ10に比して
長く設定してガイド間隙12を長く形成することで摩耗を更に抑えることができ、この摩耗
によるナイフバー３のガタ付きを更に抑えることができ、しかもこのようにリアガイドプ
レート８，フロントガイドプレート９を長く設定してガイド間隙12を長く形成してもプレ
ートによる組み付けのためさほどのコスト高とはならない。
【００２９】
　更にこのスライドガイド部材11をロアーナイフプレート１に締め付け固定し、更に例え
ばこの間に介在するロアーガイドプレート18に段差面17を一体形成するなどして締め付け
固定すれば、このスライドガイド機構７の強度は従来例に比して増すこととなり、バリカ
ン型刃の課題である耐久性に影響を与えていたナイフバー３の自重による長手方向の「た
わみ」が解消され、スライドガイド部材11のフロントガイドプレート９に接触しているナ
イフ４などの偏摩耗が改善されることとなり、これによってナイフの振動を抑えて切れ味
の持続性を高めることができる。
【００３０】
　従って、組み付けが容易でコスト高ともなりにくい構成でありながら、摩耗も抑えるこ
とができ、スライドガイド機構７の強度が増すことによりナイフバー３の全長のたわみを
防止し、これによりナイフバー３のスライド時の揺動を抑えることができるため、切れ味
は良好となり、その持続性も極めて優れた画期的なバリカン型切断装置となる。
【実施例】
【００３１】
　本発明の具体的な実施例について図面に基づいて説明する。
【００３２】
　本実施例は、山形状のロアーナイフ２を並設したロアーナイフプレート１上で、同じく
山形状のナイフ４を並設したナイフバー３をスライド往復駆動機構６によってスライド往
復する構成とし、このナイフバー３のスライド往復をガイドするスライドガイド機構７を
ロアーナイフプレート１上に設けている。
【００３３】
　本実施例のこのスライドガイド機構７は、ロアーナイフプレート１に締め付け固定する
リアガイドプレート８と、前記ナイフ４の上方に配設されて刃押えバーとなるフロントガ
イドプレート９と、この両ガイドプレート８，９間に重合架設されるナイフクリップ10と
から成るスライドガイド部材11を複数間隔を置いて前記ロアーナイフプレート１に設けた
構成として、このリアガイドプレート８とフロントガイドプレート９との離間間隙によっ
て形成されたガイド間隙12に前記ナイフバー３がスライド往復自在に嵌入されるように構
成している。
【００３４】
　即ち、このナイフバー３の上方には前記ナイフクリップ10が配されると共に前記ナイフ
４の上方には前記フロントガイドプレート９が配されて前記ナイフバー３のスライド往復
をガイドするように前記スライドガイド機構７を構成している。
【００３５】
　本実施例は、このリアガイドプレート８とナイフクリップ10とフロントガイドプレート
９とを一体成形せず別部材とし、この夫々別部材としたプレート、即ちリアガイドプレー
ト８とナイフクリップ10との重合部をリベット13によってかしめ止めると共に、ナイフク
リップ10とフロントガイドプレート９との重合部をリベット13によってかしめ止めて組み
付け一体化して前記スライドガイド部材11を形成すると共に前記ガイド間隙12を調整不能
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に形成し、この不動のガイド間隙12を形成した前記スライドガイド部材11を、前記リアガ
イドプレート８を前記ロアーナイフプレート１に締め付け固定してロアーナイフプレート
１に設けている。
【００３６】
　更に具体的に説明すると、リアガイドプレート８とフロントガイドプレート９とを離間
配設すると共にこのリアガイドプレート８とフロントガイドプレート９とに重合状態に前
記ナイフクリップ10を架設配設し、このリアガイドプレート８とナイフクリップ10との重
合部を前記リベット13によってかしめ止め、前記フロントガイドプレート９とナイフクリ
ップ10との重合部を前記リベット13によってかしめ止めて組み付け一体化し前記スライド
ガイド部材11を形成し、このスライドガイド部材11の前記リアガイドプレート８と前記ナ
イフクリップ10とに止着孔14を形成し、この止着孔14及び前記ロアーナイフプレート１に
設けた止着孔14に締付ボルト16を貫通螺着している。
【００３７】
　更に本実施例では、スライドガイド部材11のリアガイドプレート８とナイフクリップ10
との重合部に設けた締付ボルト16の螺着位置となる二箇所の前記止着孔14の間にかしめ孔
15を設け、このかしめ孔15に前記リベット13を貫通してかしめ止め、前記フロントガイド
プレート９と前記ナイフクリップ10との重合部に設けるかしめ孔15は、前記リアガイドプ
レート８と前記ナイフクリップ10との重合部に設けた前記かしめ孔15の対向位置の左右に
設け、この左右の各かしめ孔15に前記リベット13を夫々貫通してかしめて止め組み付け一
体化し前記スライドガイド部材11を構成している。
【００３８】
　また更にロアーナイフプレート１とリアガイドプレート８との間に、前記ナイフバー３
の下面の前記ナイフ４基部を支承し且つ前記ロアーナイフ２基部と同一高さとなる段差面
17を有するロアーガイドプレート18を配設し、更に前記ロアーナイフプレート１と前記リ
アガイドプレート８との間にの前記ロアーガイドプレート18の上側に必要に応じてシム20
を介在させ前記ロアーナイフプレート１にこれら前記ロアーガイドプレート18，前記シム
20，前記リアガイドプレート８及び前記ナイフクリップ10の重合部を前記各止着孔14を介
して前記締付ボルト16によって締め付け螺着して前記ロアーナイフプレート１上に前記ス
ライドガイド部材11を締め付け固定している。
【００３９】
　また、本実施例では、前記スライドガイド部材11の前記ナイフクリップ10の、前記ナイ
フバー３のスライド方向の長さよりも、前記フロントガイドプレート９のこのスライド方
向の長さを長く設定すると共に、前記リアガイドプレート８も前記フロントガイドプレー
ト９と同等に長く設定して、前記ガイド間隙12をナイフクリップ10の横幅より長く設定し
ている。
【００４０】
　従って、あくまで最小限のプレートの組み付けでスライドガイド機構７を構成し、特に
そのスライドガイド部材11は、プレートの組み付けであって調整不能に組み付け一体化し
、これをロアーナイフプレート１上に他のプレートと共に締め付け固定する構成としたた
め、摩耗の少ない硬度の高い材質のプレートで組み付け形成するためコスト高とならずに
摩耗の少ないガイド間隙12を形成することができ、また取付固定用の締付ボルト16でこの
スライドガイド部材11を組み付け形成したり長孔によってリアガイドプレート８を出入り
調整自在とするような構成とせず、締付ボルト16でロアーナイフプレート１に固定するが
、スライドガイド部材11の組み付けはかしめ止めによって予め一体化して、ガイド間隙12
は調整不能に予め形成するため、ロアーナイフプレート１への組み付け作業は容易となり
、ガイド間隙12も不動となる。
【００４１】
　更にリアガイドプレート８もフロントガイドプレート９もナイフクリップ10に比して長
く設定してガイド間隙12を長く形成することで摩耗を更に抑えることができ、この摩耗に
よるナイフバー３のガタ付きを更に抑えることができ、しかもこのようにリアガイドプレ
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ート８，フロントガイドプレート９を長く設定してガイド間隙12を長く形成してもプレー
トによる組み付けのためさほどのコスト高とはならない。
【００４２】
　更にこのスライドガイド部材11をロアーナイフプレート１に締め付け固定するに際して
、この間に前述のように調整用のシム20の他ナイフ４の基部を支承し且つロアーナイフ２
の基部と同一高さとなる段差面17を有するロアーガイドプレート18を介在して締め付ける
。
【００４３】
　即ち、このロアーガイドプレート18は二枚構成でなく、段差面17を有する一枚の一体形
とし、これをロアーガイドプレート18として介在し締付ボルト16で上部のスライドガイド
部材11とロアーナイフプレート１とを締め付け固定するため、一層スライドガイド機構７
の強度が増すことになる。そのため、バリカン型刃の課題である耐久性に影響を与えてい
たナイフバー３の自重による長手方向の「たわみ」が解消され、スライドガイド部材11の
フロントガイドプレート９に接触しているナイフ４などの偏摩耗が改善されることとなり
、これによってナイフの振動を抑えて切れ味の持続性を高めることができる。
【００４４】
　従って、組み付けが容易でコスト高ともなりにくい構成でありながら、摩耗も抑えるこ
とができ、スライドガイド機構７の強度が増すことによりナイフバー３の全長のたわみを
防止し、これによりナイフバー３のスライド時の揺動を抑えることができるため、切れ味
は良好となり、その持続性も極めて優れた画期的なバリカン型切断装置となる。
【００４５】
　尚、本発明は、本実施例に限られるものではなく、各構成要件の具体的構成は適宜設計
し得るものである。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本実施例の概略構成を示す説明平面図である。
【図２】本実施例の要部の説明斜視図である。
【図３】本実施例の要部の説明分解斜視図である。
【図４】本実施例の要部の説明平面図である。
【図５】本実施例の要部の説明側断面図である。
【図６】従来例の要部の説明斜視図である。
【図７】従来例の要部の説明分解斜視図である。
【図８】従来例の要部の説明平面図である。
【図９】従来例の要部の説明側断面図である。
【符号の説明】
【００４７】
　１　ロアーナイフプレート
　２　ロアーナイフ
　３　ナイフバー
　４　ナイフ
　５　被切断物
　６　スライド往復駆動機構
　７　スライドガイド機構
　８　リアガイドプレート
　９　フロントガイドプレート
　10　ナイフクリップ
　11　スライドガイド部材
　12　ガイド間隙
　13　リベット
　14　止着孔
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　15　かしめ孔
　16　締付ボルト
　17　段差面
　18　ロアーガイドプレート
　20　シム

【図１】 【図２】
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